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　本学における保健体育・スポーツに関する調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡邊由陽
　はじめに
　20年程以前，我々は保健体育履修者全員に対して，体育履修やスポーツ
に関する希望及び興味の調査を行ない現場の授業運営に利用，役立てた。
　その後，年を経て我々をとりまく社会環境も大きな変貌を遂げたが，教
育環境においても然りである。近年の学生の気質，態度の変容にも著しい
ものが窺える。また，平成３年７月から文部省は新大学設置基準を施行
し，大変革を迫っている。
　本研究では，20年前の調査を基本的に踏襲して，現代学生のスポーツの
好み，正課体育に対する意識調査をしたものである。
　類似の調査研究については，現場でのニーズの大きいこともあって，カ
リキュラムの細部に亙ったすぐれた調査6),8),9)　も多数なされている。また今
回の大学教育の大綱化を受けて，それに対処すべく調査5),6)　も見られる。
　本調査は，上述のような“大綱化”も意識されない数年に亙る調査であ
り，カリキュラムの細部ではなく大要を知るためのものである。
　方　　　法
調査対象および標本
　調査対象は体育履修のＩタ２年生のうち，男子では経済学部(ほんの一部
文芸)であり，女子は経済学部，文芸学部，短大(体育履修は１年のみ)であ
り，表１が標本数である。対象学部全履修者数のほぼ20％～50％の標本で
あった。
　　　　　　　　　　　－104(77)－
表１　標本数
調査方法
　質問紙法による。資料１参照。
　記名，無記名，符号いずれを問わなかったが，ほとんどが記名であった。
調査期間
　平成４年度は，５月中旬～６月中旬であり，それ以外の年度は全て，11
月中旬～１月中旬の年度末であった。
　授業の学年度末に行なったのは，約１年間の大学体育を経験したうえで
の判断，回答を得ることにあった。
調査内容
　体育授業に対するニーズに間する項目として次の５点をアンケート作成
の骨子とした。
　　　　　　　　　　　　　　　－103（78）－
　　一体育授業の必要性
　　一体育授業の意義
　　－スポーツの好みと体育実技のスポーツ種目
　　一体育実技の集中コース，シーズンスポーツコースについて
　　一体育実技実施曜日の適否について
統計的分析
　保健体育科目の授業に対するニーズの多様性を規定する要因は，性，学
年，学部等いろいろあるが，年変針既別に統計値を算出した。なお，体育
授業の必要性と意義の項については体連所属，非所属別の比較も行なった。
　結果と考察
体育授業の必要性と意義
　Ｑ４は，現行の１，２年次必修の正課体育の必要性について調査したも
のであり，その結果は資料２に示される。また，三者それぞれの理由を全
く任意に述べてもらうことによって学生の認識する大学体育の意義の真意
を把握しようと試みたが，それは資料２－１に，現行制度下の体育に否定
的意見は資料２－２に示される。
　図１，図２は資料２より体育授業が必要であるか否かの割合を図示した
もので，体連所属者とそれ以外の一般学生の比較も付してある（図２）。
　体育授業を必要とする者は，今年度で男子60％，女子50％と言え，年々
徐々に必要性が減少の傾向を示していることが窺われ，特に近年顕著であ
るように思われる。それは，必要性を認めないものが男女とも１割強まで
増えたこともさることながら，必要性を認めながらも否定の要因も大きい
とする“どちらとも云えない”の占める割合が男子25％，女子36％と大き
くなっていることからも顕らかである。
　また，体連所属者は男女とも必要性を認める者，そうでない者の割合も
ほぼ同様な傾向を示し，体連外の男子を含めて三者同様のようであるが。
　　　　　　　　　　　　一102（79）－
　　　　　　　　　　　　図２　体育授業の必要性
体連外の女子においては平成になってからの必要性を認める者の減少が顕
著である。ここでも“どちらとも云えない”とする者の増大が大きなウェ
イトを占めている。
　野坂8）によるとＹ大学の昭和60年度，61年変生は60％以上が必要性を認
めていると報告しており，本調査では昭和62年度が調査されているがその
　　　　　　　　　　　　　　　－101（80）－
結果もほぼ同様な値を示
している。さらに野坂は
１年次生より２年次生の
方がかなり上回って必要
性を認めており，初めは
必要性を認めてなかった
者も必修である体育を受
講している中で，体育に
対する認識に変容があっ
たことを報告している
が，本調査では平成４年
度は年度初めであったの
で多少の影響があるので
あろうか。
　一方，西嶋ら6）はＩ大
学の平成３年度生では９
割と報告しているが，そ
れは単に「体育実技の授
業は必要である」に，そ
う思う，と回答した者の
割合であり，別の「履修
制度は現行(1, 2年次必
修）でよい」は56％と
なっており，こちらの方
が妥当と思われる。
　資料２－１は，体育の
授業は必要”と回答し
－100（8D－
た者のその理由を分類，集計してみたものであり，それを図示したものが
図３である。そのうち体連，体連外別については省略した。
　資料２－２は，“必要でない”“どちらとも云えない”の理由の集計で
あり，前者は標本数も少なく，後者には肯定的な理由の者も多くそれは省
いたので，全体の集計値ではない。図４に示される。
　　　　　　　　　図４　体育授業の必要性を認めぬ理由
　本学学生の体育実技授業の意義としては，男女とも「数少ない（唯一の）
運動の機会，チャンス」，「運動の必要性，重要性」，「運動不足解消」が高
い割合を示した。そしてこれらのうち「運動不足解消」は，ある意味で当
然のごとく体連外の割合が大きかったが，前二者では体連の方が大きかっ
た。これは日頃運動を行なっていることより，より「運動の大切さ」を認
識しているであろうし，まだ運動部活外者には唯一の体を動かす機会”
と体連者が数多く回答していることから理解出来よう。
　「週１度では有効ではない」も少し目につく回答であったが，それでも
　　　　　　　　　　　　　　　－99（82）－
活動的男子では女子に比して「体力の維持」が占める割合は大きい。
　野坂や西嶋らの報告では，体育の意義と思われるそれぞれの項目に
ＹｅｓかＮｏの重複回答形式であったので，上述の「運動不足解消」などは
80％にも達するものであった。が本調査では，体育授業の必要性の是否の
理由として各人が第一と考える回答をかなりの多くの者がしており，複数
の理由回答はそれ程多くはなかった。そういうことにもょり「スポーツは
楽しい」とか「仲間との交流，ふれあい」などは割合と少なかった。が時
代的背景から言ってもこれらの事柄は，近年の学生にはかなりのウェイト
を占めているのではないかと推察される。それにしても，以前には重きが
おかれていたと思われる「体を鍛える」，「身心の鍛練」，「体力づくり」と
いった大学体育への観念はほとんど失われているといえるだろう。
　意義を認めないものとしては，「好きな者がやればよい，選択制で」が，
男子より女子，しかも一般女子に多いのが目につく。「運動着，更衣が面
倒」も同様である。
　　「どちらとも云えない」が増えて，その理由が「好きな者がやればょ
い」とか「更衣が面倒」ということは，選択性である場合には体育の必要
は十分理解しているし行ないたいが，面倒だから受講しないというような
ことも示唆される。
体育実技のスポーツ種目
　資料３－１，３－２は，Ｑ１の行なう種目について集計したもののうち
１位～３位までの，各々の上位種目を取り上げたものである。本調査では
好きな種目を５位まで挙げてもらうことにょって，１～３位を主眼として
人気の度合いを知ることにあった。
　男女とも時代とともに人気に多少変遷が見られる種目もあるが，男子で
はサッカー，テュス，スキー，次いで野球，バスケットボール，バレー
ボールがあげられる。サッカーはいつも同じ割合で人気を保っている。や
　　　　　　　　　　　　　－98（83）－
はり，男子にとっては世界のサッカーなのであろうか。
　女子ではテニスが圧倒的に人気がある。が，一頃よりは多少下降気味の
傾向も出てきた。テニスの第二次ブームとかのブーム熱も少し下がってい
るのであろうか。次いでスキー，バレーボール，バトミントンであり，授
業で馴染みのバスケットボール，卓球は水泳とともに更に次位に挙げられ
る。
　これらのうち，男子のサッカー，バスケットボール，バレーボール，女
子のバレーボール，バスケットボール，卓球は特に本学の実技で盛んに行
なわれている種目であり（野球も以前はたくさん開講されていた），体育実技
種目が人気上位を占めている。
　表２　実技希望種目　　　　　　　　　　　　　　　　　上段は無回答･なし　（％）
－97（84）－
　Ｑ２の結果は資料４一仁資料４－２であり，その上位種目だけを表２
に示した。
　現行実施種目以外の希望であったが，年度によって行なわれなかった種
目，学部によって行なわれない種目，また伊勢原グランドでの種目もある
ので多少の誤差も考えられる。サッカー，バスケットボール，バレーボー
ルを除いて野球，卓球，ラグビーなどがそれに該当する。
　先ず男女ともテュスの希望が多かったと云えよう。女子では現在でも多
いが，人気の面で上述したように下降気味であり，特に男子では高い希望
となっていない。
　ボウリングが再ブームになっているが，男女とも希望が多い。
　その他では，男子でソフトボール，野球，卓球，バトミントン，女子で
ゴルフ，バトミントン，それにダンス，エアロビクス両方あわせるとかな
りの希望になる。さらには，女子ではサッカーを希望する者が増えている。
　施設や指導に大きな難点のある乗馬に希望が多いのは，現代のスポーツ
の多様化の表れなのか，本学ならではのものなのであろうか。
体育実技の集中・シーズンスポーツコース
　スポーツによっては行なう時期の限定されるシーズンスポーツと，集中
的に行なって運動技能等を効果的に獲得する場合がある。このコースの希
望は表３に示される通り，男子で75%,女子では男子を10％も上回ること
85％以上にもなっている。興味あることにぱ体育の必要性”を否定した
者の大部分の者も，このコースを希望している。男子で２割弱，女子で１
割強とこのコースの必要を認めないとしているが，それらの大部分は体
育は必要”と回答した者であった。
　前述においてテュス，スキーが人気であったが，このコースでもスキー
は４割以上の圧倒的希望であり，テュスは集中でなくても希望が多いにも
拘らず男子で25％以上，女子では30％以上にもなっている。水泳，スケー
　　　　　　　　　　　　　－96（85）－
表３　集中・シーズン希望
ト，キャンプもそれぞれ１割は占めており，女子の方が男子を上回ってい
る。その他では，ゴルフ，ョット，ウィンドサーフィン，トライアスロ
ン，スキューバダイビングなどが単発で希望されただけである。
体育実技実施曜日の適否
　体育授業の不適という曜日の集計の結果，表４のごとく終末，週明け，
その間というように分類された。その他ウィークデーとは火曜から金曜の
間で１日，２日，３日と都合の悪い日がある場合のことである。
　先ず無回答と都合の悪い日はないの比は若干無回答の方が少なかった
が，ほぼ半々ぐらいであった。男子で55％，女子で60％の者が曜日によっ
　　　　　　　　　　　　　　－95（86）－
て差し支えがあることがわかる。
　その中でもほぼ半分の30％以上を占めるのが土曜日であり，次いでその
他のウィークデーで１割以上を占める。資料５はその理由を示している。
土曜では，「週休２日，土曜は休みである」が最も多く，次いで「他に授業
がない」で多数を占めており，他に「部活等忙しい日」，特に女子では「疲
れがたまっている」というように，他の不適日にも共通する理由でもある。
ウィークデーでは，「部活かある日」と「部活か休みの日」，「授業が厳しい
日」と「授業があまりない日」とあげているが，それぞれの後者ではなる
べく大学に来ない日にしていることが窺われ，土曜でもあげているように
体育だけで出てくるのを避けている。
　その他で特になしと回答した者にも，また他の者でも「１時限は避けた
い」がかなり散見された。
　ま　と　め
大学体育の意義
　本調査の結果，本学の体育履修者約６割の男子学生が，約５割の女子学
生が体育実技授業の必要性を認めていることが明らかとなった。そしてそ
の意義としては，他大学の報告や一般社会人の日常生活における運動・ス
ポーツを実施する目的ともなっている1),3),4),7)
　　運動，スポーツを楽しむ
　　仲間や友人との交流，親睦を図れる
　　気晴らし，息抜き，気分転換，ストレス解消
などはそれほど多くは回答していなかった。本調査では体育の必要性の理
由として各人が第一と考える回答をしていたことによるものであろう。
　だが本学学生の
　　体を動かすことは大切,重要なことである。運動は不可欠,必要である
　　運動不足の解消
　　　　　　　　　　　　　－94（87）－
　　数少ない，あるいは唯一の運動の機会，チャンスである
の主たる認識は，体育実技は現代人には不可欠なものであり，日常生活の
中の運動・スポーツ活動の機会として位置付けられているといえよう。
体育実技とスポーツ種目
　スポーツ興味調査の全結果については紙面の都合もあり割愛したが，ス
ポーツは多様化していると言われるように本調査でも目新しいスポーツが
少しずつではあるが，しかも３位から５位にかけてあげられた。だが多様
化といわれながらも人気上位は従来の体育で行なわれている種目が多かっ
た。そこに体育が担ってきた意味，価値も見いだせようが，体育の意義に
おいても「体力づくり」や「身体の鍛練」がほとんど認められなくなって
いる今日，スポーツ活動の内容も変わるであろうし，種目嗜好も変わって
いくのが当然である。すなわち走りまくって苦痛になるようなものよりは
走ることの少ないスポーツ，技能獲得に時間と労力を要すものよりは短時
間である程度誰でも楽しく出来るようになる種目が好まれるようになるの
は当然であろう。すなわち，男子におけるボウリング，ソフトボール，卓
球，バドミントンなどの学生にとっての軽スポーツ（実際の運動強度とは異
なる）といわれるものであり，スキーのようにリフトという機動力によっ
て楽に，そして誰もが２，３日で滑れるようになる種目である。その点ゴ
ルフはまだまだ難しいスポーツなのであろうか。
　この調査におけるほとんどの回答は大変真摯なものであることが見受け
られた。今後必修制から選択制に体育は移行するが，本結果からするなら
ば多く（少なくとも半数以上）の学生が体育の必要性を認めその意義を認識
していることから単に杞憂するには及ばない。全ての科目に対しての調査
でも最も支持を得ていたのは体育であったという他大学の情報もある。
が，だからといって実際学生が受講するに当たっては，その数値は信頼に
　　　　　　　　　　　　　　　－93（88）－
足るものとは限らないであろう。“運動着の荷物が煩わしかったり，更衣
が面倒だとか，出席等厳しい授業があまりない日は休み｡”にしようとする
学生も多いのであるから。学生のスポーツ種目に関するニーズや多数の者
がシーズンコースを望んでいることもわかったが，単に学生の好むスポー
ツ種目にのみ腐心することなく，むしろ“体育授業の必要性を認めなかっ
た者が，必修であったため授業を通して必要性を認めるようになっだと
いうような授業運営にも努力を傾けるべきであろう。
　最後に，当初筆者は大学体育授業の必要性，意義について問うたのであ
るが，回答は体育実技の必要性，意義についてのみであり，理論講義への
言及は質問形式にもよったが皆無であった。
　最近，学校体育・スポーツは生涯にわたるスポーツ生活の一時代であ
る，あるいはlifelong sport” から“lifelong integrated sport” への意味内
容変化があるといわれる2）が，まさにそれを裏付けるような学生の意識で
あったといえる。我々は大学における保健体育科目を通して生涯スポーツ
享受能力の育成も望まれているが，それには理論講義が重要性を持つと思
われる。
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